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レゾリューション１（外部公開）

提⾔
アジアの⾃然災害リスクを低減するためには、⼤多数の被害が集中して
いるノンエンジニアド建物に着⽬することが重要である。そして、効果
的な被害低減を実現するためには、内⽣・波及的に広がることを⽬標と
した、(a)実現・実装可能なノンエンジニアド建物の性能向上のための技
術開発、(b)コミュニティの⾃⼰決定に資する防災情報の創出と教育法・
ツールの開発、(c) 現地政府を含めたカウンターパートとの連携による、
地元住⺠の暮らし・住環境の向上と⼀体的に取り組める持続可能な減災
活動、および(d)住⺠が受け⼊れやすいインセンティブの創出が必要であ
る。


